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長岡京市議会「主権者教育出前授業」事業報告書  

 

１．日時  

  令和４年７月１４日（木）   午前１０時３５分  ～  午後０時０５分  

 

２．場所  

  西乙訓高等学校  ２階  飛天ホール  

 

３．出席議員（２０名）  

議  長          三  木  常  照  

副議長          小  原  明  大  

   議会運営委員会委員長   進  藤  裕  之  

川  口  良  江   西  條  利  洋   小  谷  宗太郎  

    宮小路  康  文   山  本  法  政   広  垣  栄  治  

    二階堂  恵  子   住  田  初  恵   大  伴    塁  

    冨  田  達  也   石  井  啓  子   福  島  和  人  

    中小路  貴  司   白  石  多津子   田  村  直  義  

    上  村  真  造   八  木    浩  

 

４．西乙訓高校から出席した者  

  長谷川校長  

  宮﨑教諭  

   

５．その他の出席者  

   議会事務局（５人）  

   京都新聞社（１人）  

 

６．内容  

  (1) 授業への導入  〔宮﨑教諭〕  

 

 (2) 市議会議員の紹介〔事務局職員〕  

 

(3) 生徒発表  

 テーマ：長岡京市の拡充事業及び新規事業の提案について  

１８歳を迎えるにあたっての主権者としての思い  

 ４班「道路照明ＬＥＤ化  下水道の悪臭改善」  

 ３班「道路照明街灯のＬＥＤ化  京阪・阪急の乗り換えをスムーズに」  
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 ５班「道路照明ＬＥＤ化工事  学校の食べ物の自販機設置＆教室にロッカ

ー併設」  

 ２班「ガラシャ祭支援  バス専用ターミナル」  

 １班「ＩＴ教育の推進  観光事業の促進」  

 

(4) 議員と生徒のグループトークによる意見交換（抜粋）  

【１班】  

○生徒  議員として心がけててきたことは何か。  

○議員  議員は市民の代表であるため、分け隔てなく市民のいろんな意見を聞

くことを心がけている。今日、皆さんの考え方をたくさん教えてもらったの

で、それをどういうふうに実現していくかを議員同士で一緒に勉強しながら

やっていくというふうになる。そういうことを心がけて、皆さんの意見をで

きるだけ聞けるようにしたいと思っている。  

〇議員  間違えたらちゃんと謝るとか、ごまかさない。正直でいること。  

〇議員  どんな御相談でもその方の思いがあるので、丁寧にお話を伺うこと。  

〇議員  前職の影響があり、結果を出さなければならないという思いで常に動

いている。議員としても政策を絶対に通すという思いで日々頑張っている。  

 

【２班】  

○生徒  選挙について興味を持ってほしいとおっしゃられるが、候補者の方が

言っていることが難しくて理解できないことがある。何を見たり、知って

いたら投票できるのか。  

○議員  市議会議員選挙であれば政党の考えや、会派の考えなど、候補者には

いろんな考えを持った人が出てくる。政党で判断してもいいし、候補者を調

べて発言に共感できる人や、この人いいなと思った人に投票してもらえた

ら。  

○議員  候補者は普段の生活にない言葉を使っているから難しいし、分からな

いと思う。スマホで調べたり、おうちの人、先生や友人にも聞いていいと思

う。  

○議員  去年の１０月に市議会議員選挙があったが、選挙広報を見た１８歳の

子が、興味がある候補者に会いたいといって私の選挙事務所に訪ねてきたこ

とがあった。私たちもいろんなツールで情報発信をしているので、この人や

ったらという人にぜひ投票をしてほしい。  

  また、誰も投票する人がいないのであれば、白票でも投票してほしい。  
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【３班】  

○生徒  一日のスケジュールを教えてほしい。  

○議員  議員は年４回開かれる議会という場で、皆さんから預かった税金の使

い道やこれからの長岡京市の政策など、いろんな提案を受ける。その提案

に対し勉強して、最後は市民の代表として多数決で賛否を決定する。  

そのため、いろいろなことを調べたり、支援者にお声かけをしたり、日々

電話を受けたり自ら足を運んだりする中で、いろんな声を聞きながら市役所

へ行き、いろんなことを聞きながら長岡京市でどうするかを考えている。  

○議員  議会があるときは何時に集まって会議をする、などの予定はある

が、毎日決まった出退勤の時間はない。本日も主権者教育の後は会議がな

いので、皆さんそれぞれの活動をされる。例えば私は主婦なので家のこと

のみをするときもあれば、御連絡を受けて支援者の方とお話に行くという

こともあるので、日によってスケジュールは違う。  

 

【４班】  

○生徒  長岡京市について、議員は市民よりも深いことをたくさん見てきてい

ると思うが、その上で、何を一番アピール等すればもっと長岡京市が前に

売り出せると思うか。  

○議員  長岡京市には名産のタケノコや歴史豊かな寺社仏閣があるが、よそか

ら市内に観光へ来られた方が市内で消費する金額は一人当たり４００円くら

い。対して京都市などでは、コロナの影響を含めても１万５０００円ほどは

消費している。お金だけではないが、例えば食事・宿泊ができる場所など、

施設的なものが少ない。  

〇議員  長岡京市にも魅力はたくさんあると思うが、他市への通過地点でしか

ない。観光地を巡り、お土産のお菓子などを買って、京都市へご飯を食べに

行かれるというパターンなので、お金の消費も少ない。何十年と対策を考え

ているがそれでも難しく、これは永遠の課題である。  
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【５班】  

○生徒  市議会の議員をやろうとしたきっかけを教えてほしい。  

○議員  結婚して子供が生まれてみると、社会の具合の悪いところが見えてく

ることがあった。しかし、なかなか介入できない問題もあり、そこに介入

できる行政や、またその行政に提案できる議員という仕事を気にするよう

になった。  

  また、親族が議員だったこともあり、環境として議員や政治との距離が近

かったことがきっかけだと思う。  

〇議員  長岡京市で中学校給食をつくろうという声を聞いて、私も一緒に署

名集めを行った。それを役所に届けて、実際に中学校給食を始めようとい

うことになった。このように、市民の声で政治を動かしていくことが大切

だと思ったため。  

〇議員  政治が大きく生活に関わっていることから、議員になる前から政治

のことはすごく大事だと思っていた。私は自ら議員になろうとしたわけで

はなく、周囲に推薦されたことがきっかけである。  

〇議員  ２０歳から縁があって政治団体に入っており、選挙や政治活動に深

く関わっていた。偉大な先輩政治家がたくさんおられ、その人たちからい

ろいろなことを学んだが、最後は選挙に勝たなければならず、選挙の楽し

さや苦しさを感じていた。知れば知るほど議員にはならないでおこうと思

ったが、推薦してくれる人たちがいたことや、長岡京市を一歩でもよくし

たいという思いから。  

 

 

(５) 終了の挨拶  〔長谷川校長〕  

 


